
    

＜食品加工班＞ 

 

 

 

 

 

ＰＯＩＮＴ２ 

○ 各工程のテーブルには、作業の目標数となる 

マグネットを置きました。 

○ 手順を終えるとマグネットを移動します。 

 

 

 

 

ＰＯＩＮＴ３ 

○ ホワイトボードに「全体目標」と各工程の進捗状況を提示しました。 

 

ミキサーをかけることはできますが、

「しっとりするまで」と言われても、ど

んな感じか分からないな・・。 

仕上がりの判断ができる工程の工夫 
 

 

 

改善事例３ 

 

 

 

ＰＯＩＮＴ１  

○ 分担した工程の仕上がり（終わり）の判断を生徒自身 

が出来るように、タイマーを使用しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

○ 「工程の終わり」を、具体的に示す工夫をしましょう。 

○ 毎時間の作業目標数を明示しましょう。全体目標と各工程の目標数が分かれば、生徒は

見通しがもて、作業効率も上がります。 

※教員の関わり方 

■ 生徒が「終わり」がわかるような工夫をすることで、一人で作業ができるようになりま

す。その都度仕上がりを確認する必要が無くなりますので、報告するタイミングを決めま

しょう。 

○ タイマーを活用することで、仕上がりを自分で判断出来るようになり、そ

の都度報告する必要がなくなりました。 

○ ホワイトボードは、必要な情報のみを提示することで生徒も注目しやすく

なり、自分で見て判断することができるようになりました。 

○ 目標に向けて作業を進められるようになり、作業効率が上がりました。 

■ 「どの程度」の判断が難しいので、ミキサーを

かける時間が長かったり、短かったりと一定しま

せん。また、その都度、仕上がりの確認をしてい

るので作業能率があがりません。 

■ 目標数が分かりにくいので、作業に集中できな

いのかもしれません。 

 

１ 授業改善の視点 

２ 専門家からのアドバイスと改善の方策 

これまでは、「これでいいのかな・・」と不安でしたが、現在は時間を計って作

業をしているので、自信をもって先生に報告が出来るようになりました。 

 
３ 改善のポイント 

マグネットの数を見て、見通しを

もって作業に取り組めます。 

全体の動きや作業の進行状況を生徒が自分で確認

し、目標を意識できます。 

４ 授業者がわかったこと 

手順例 

① カップに入った材料をボールに入れる。 

② タイマーを１分にセットする。 

③ ミキサーをかける。 

 

マグネット 

【Ｃさん】 

各工程の進捗状況 

・Point２のマグネットが

全て終わると報告します。 

・ホワイトボードの「まぜ

る①」のカードを裏返し、

「おわり」にします。 

全てが「おわり」になれば目標達成です。 
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